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新任保育者が職場を「辞めたい」と思うプロセス
−職場側の要因に注目して−

Thought Process Experienced by Novice Teachers 
Before They Decide to Leave Their Workplace

: Focusing on Related Factors in Work Place 

子ども学科　庭野　晃子

Ⅰ .　問題と目的

　本研究において「新任保育者」とは、保育園に

勤務してから２年未満の保育士資格を有している

者と定義し、「早期離職」を、３年未満で離職す

ることと定義する。

　今日、待機児童の増加と並び、新任保育者の早

期離職の問題が取り上げられている。全国保育士

養成協議会の調査によると、卒業後に勤務した保

育園を 1 年未満で離職した保育者は４人に１人以

上おり、３年後は約半数が離職していることが明

らかになっている 1）。新任保育者は、保育技術が

未熟で社会人としても半人前であり、悩みや困難

を抱えやすい立場にある。またストレス耐性力が

低く 2）、バーンアウトに陥る危険性が高い 3）こ

とから、やりがいを感じないまま早期離職へ追い

込まれることも少なくない。新任保育者の早期離

職は、本人だけでなく、保育園の職員や保育園を

利用する子どもや保護者に大きな影響を与える。

保育者が１人離職すると、少人数で仕事を回して

いくことになるため、１人当たりの業務量が増え

る。また、欠員を補うために新たに職員を雇用す

るには多大なコストと時間を要する。このよう

に、新任保育者の早期離職は、子ども、保護者、

保育者自身、職場の職員たちだけでなく、保育園

の運営にもマイナスに影響し、保育の質の低下を

もたらすという点で、喫緊に改善しなければなら

ない社会的課題である。

　保育者の早期離職に関する先行研究では、保育

者が離職するさまざまな要因が明らかにされてき

た。これまで明らかにされてきた離職要因を大ま

かに分類すると、①個人的な要因、②職場側の要

因に大別される。

　個人的な要因は、主に「結婚」「出産・育児」「心

身の不調」4）、また「自分の適性・能力への不安」、

「他の職種への興味」（厚生労働省）5）があげら

れているが、「結婚」「出産・育児」を理由にあげ

ているのは、新任保育者でなく、勤務年数６年目

以降の保育者であることが分かっている。

　職場側の要因は、「職場の方針に疑問を感じ

た」、「職場の人間関係」、「残業が多い」、「継続で

きない職場の雰囲気があった」があげられてお

り、新任からベテランまで、経験年数に関係なく

上位にあげられている 6）。

　一般的に、早期離職は世間体が悪く、収入が一

時的に無くなる等のリスクが伴うため、相当な理

由があって退職を決断するだろう。これまでの研

究においても、新任保育者が離職をする要因はひ

とつでなく、複数の要因が重なっていることが示

唆されている 7）。しかし、それらがどのように重

なり、「辞めたい」と思うようになるかについて

はまだ明らかではない。

　先行研究では、離職の時期として、就職後１年

と３年くらいが離職するポイントだと指摘されて

いる 8）。その中間となる２年目の保育者は、職場

に慣てくると同時に、職場の良い面も悪い面も見

えてくる時期である。それゆえ 2 年目の保育者
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は、「継続か離職か」の間で葛藤する人が多くい

ると思われる。また、2 年目の保育者は「結婚」

や「出産・育児」という個人的な理由で離職をす

る人は少なく、職場側の要因を理由に離職する人

が圧倒的に多いことが分かっている 9）。

　そこで本研究は、保育園に勤務して 2 年目のこ

れまで職場を「辞めたい」と思ったことのある保

育者にインタビュー調査を行い、就職してから職

場を「辞めたい」と思うまでのプロセスを、職場

側の要因に注目して考察することを目的とする。

これにより、職場の内部にある課題を見出し、職

場環境の改善と早期離職の防止について考察する

ことができる。

Ⅱ .　方法

1.　半構造化インタビュー

　本研究の目的を果たすために、半構造化インタ

ビューを行った。Merton	and	Kendall	 10）による

と、半構造化インタビューという方法の長所は、

インタビュー・ガイドを一貫して用いる事で、デー

タの比較可能性が高まり、そこに含まれる質問項

目によってデータの構造化の度合いが増すことに

ある。特定の事柄に関する具体的な証言がデータ

収集の目的の場合には、この方法が効率のよい方

法であるという。

　本研究は、5 名の新任保育者の「職場を辞めた

いと思ったとき」を明らかにし、共通の要因を探

ることを目的としているため、半構造化インタ

ビューが適当であると判断した。

　1 対 1 の対面式で、1 人 1 回、約 2 時間、対象

者が指定した場所で行った。インタビューの際、

許可を得たうえで、音声を記録するためICレコー

ダーを使用した。

2.　対象者・調査期間・質問内容

　筆者は、2014 年 2 月、公立・私立認可保育園（東

京都、神奈川県、埼玉県、千葉県）に勤務して 2

年目の新任保育者約 106 名を対象にアンケート

調査を行った。アンケートにおいて「インタビュー

調査に協力してもいいかどうか」「これまでに職

場を辞めたいと思った事があるかどうか」等の質

問項目を設けている。今回のインタビュー調査の

対象者は、インタビュー調査に協力するという記

載があり、なおかつこれまでに職場を辞めたいと

思ったことがある方 5 名に依頼した注 1）。

　対象者のプロフィール（年齢、勤務年数、労働

状況、担当クラス等）の他、「職場で直面した困

難」、「やりがい」等の分析に必要な情報を一覧表

（表１）に記載した。調査期間は、2013 年 12 月

〜 2014 年 2 月。

　インタビュー調査の前に、あらかじめ対象者に

年齢や勤務先等の基本的事項と、職場で直面した

困難等についての質問紙調査に回答をしていただ

いた。この回答票を基に、インタビューを進めて

いった。インタビューでは、職場を選ぶ段階から

就職、現在に至るまでの経緯を一通り伺い、とく

に「職場で直面した困難」「職場を辞めたいと思っ

たとき」についてお話をしていただいた。

3.　分析方法

　インタビューの際に録音した音声データは、後

日テキストデータに変換した。次に、テキストデー

タのなかから、「職場で直面した困難」に該当する

語りに注目しながら、それぞれコーディング注 2）

を行い、徐々に抽象度を上げ概念を生成した。テ

キストデータの分析をする際、佐藤 11）による質

的データ分析法や桜井 12）を参照した。なお、本

研究では、小見出しを付ける際にカード化した

り、厳密に順序通りに進めることに拘らず、語り

のまとまりごとに見出しをつけた。

　具体例を示すと、保育者の語りから「職場で直

面した困難」に注目し、どのような困難か分かる

よう小見出しをつけた（コーディング）。A さん

の場合、〈解決しない絶望感〉〈同じクラスの先生

との保育観の不一致〉と小見出しを付けた。B さ

んの場合、〈先輩に相談や話し合いをする時間を

設けてもらえなかった〉〈軽度知的障害を持つ子

どもとの関わり〉〈事務作業をする時間がない〉

等と付けた。同じ要領で５名分の《職場で直面し

た困難》の語りに小見出しをつけた後、何らかの
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共通性・類似性・関連性をもつ小見出しごとにグ

ループ化し、そのグループにふさわしい見出しを

つけていく作業を行った（概念化）。〈保育観の不

一致〉〈解決しない絶望感〉〈先輩に相談や話し合

いをする時間を設けてもらえなかった〉〈先輩に

ひどい悪口を言われた〉〈園長が職員の悪口を言っ

ている〉に共通する見出しとして【職場の人間関

係に対する失望】と概念名を付けた。

　他方、保育者一人一人の「職場を辞めたいと思

うプロセス」に着目した。入社してから辞めたい

と思うまでの意識の変化の過程を追ったところ、

共通していたことがあった。１つは、自分が望ん

で決めた保育園で給与等の処遇について納得して

就職したこと、２つめは、職場における困難とし

て、職場の人間関係をあげていたこと、３つめは、

職場の人間関係以外に、複数の困難を抱えていた

こと、その困難は個人的要因ではなく職場の内部

にある要因であること、４つめは、このような状

態で、〈知人が他の園に移ったと聞いた〉〈同期が

休職した〉〈同期が他の園に移った〉〈他の職場を

見つけた〉等の出来事が起きると、辞めたいと思

うようになることであった。５つめは、職場を「辞

めたい」と思う一方で、やりがいを感じているこ

とであった。

　「職場を辞めたいと思うプロセス」は一人ひと

り異なるが、５名に共通していたことに注目し、

先に説明したような要領で、コーディングし、概

念名を付けた。具体例を示すと、〈事務作業をす

る時間がない〉〈仕事量が多い〉〈体調不良〉等の

人間関係以外の困難を【複数の困難】と概念名を

付けた。また、〈知人が他の園に移ったと聞いた〉

〈同期が休職した〉〈同期が他の園に移った〉〈他

の職場が見つかった〉等については【離職を促す

事柄】とした。５名の語りとコーディング、概念

名の関連図の一部を示す（表２）。

Ⅲ .　結果

　以下では、５名があげていた困難（表１を参照）

に注意しながら「辞めたい」と思うプロセスを描

き出す。５名のうちの４名は初めて就職した保

育園であり離職経験はないが、１名はすでに２回

離職を経験していた。そこで、前者 4 名と後者 1

名の違いに注目しながら、継続と離職を分かつ事

柄について探っていく。文中の表記は下記の様に

示す。

　「　　」：対象者の語り。

　・・・：語りの省略。

　（　　）：話の内容を分かりやすくするための補足。

　〈　　〉：コード

　【　　】：概念名

１．A さん

　A さんは、就職先を探す際、保育園を４ヶ所見

学して、現在の保育園に決めたという。学生時に

行った保育実習の経験等をふまえ、新設園に決め

た。「新設園ということと、少人数保育というの

と。あと、やっぱり自分が働いていて、ある程度

休みとかもちゃんとしっかりしていないと、確実

にそれが子どもに出るというのは思っていたの

で。」と慎重に就職先を選んだ。

【職場の人間関係に対する失望】

　A さんは、労働時間や休暇、給与、保育方針等

に納得したうえで５月に就職をした。しかし夏頃

から職場の人間関係に悩む。

　A さんは、３歳児クラスを 50 代の経験ある保

育者 F さんとペアで担当していたが、F さんの

子どもに対する態度や言動に疑問を持つように

なった。次のように語っている。

　「衝動的というか、（子どもが）悪いことをした

りとかしたらワっと怒って。・・・（子どもが）

ちょっとでもふざけていたりしたら、ガーっとつ

かんで、すごいこうやって持つ。」

　AさんはFさんの保育に疑念を持っていたが、

自分が新任ということもあり何も言わずじっと

耐えていた。周囲の先輩保育者は、F さんの性分

や保育が好ましくないと知っていたが何も言わ

なかったという。A さんは園長に相談をしていた

が、状況はまったく変わらなかった。そこで A
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さんは F さんに直接自分の思いを伝えることに

した。

【さらなる落胆と失望】

　「これはもう駄目だ、と思ったときに私が（F

さんに）言ったら、そこでもう関係が駄目になっ

ちゃって。」と、勇気をもって F さんに思いを伝

えたことが却って F さんを怒らせ、２人の関係

は最悪の状態になったという。その後、冬頃、園

長、F さん、A さんの３人で話し合いをする機会

をもった。しかし「根本の解決に全く踏み出して

くれなくて。・・・そういう絶望感もありました。」

A さんは再び【職場の人間関係に対する失望】を

持ち、職場を「辞めたい」と強く思うようになった。

　しかし、次の年、クラス担任が変わり F さん

と離れることになった。A さんが抱えていた職場

の人間関係の悩みは解消され、同時に「辞めたい」

思いが薄れていった。

２．Ｂさん

　B さんは、学生の時に実習で行った保育園へ勤

務している。当時の園長に「B さんと一緒に働き

たい」と声をかけていただいたことと、保育園の

保育方針に共感したことが就職を決めた理由であ

る。職員は「優しい人が多い」し、「子どもの成

長をみるのは楽しい」とやりがいを感じている

が、一方で困難にも直面しており「継続」と「離

職」の間を揺れ動いている。

【職場の人間関係に対する失望】

　B さんは、3、4、5 歳の異年齢クラスの担当で、

３人の複数担任のうちの一人である。就職してす

ぐに B さんは職場の人間関係に関わる困難に直

面する。

　同じクラスの先輩保育者 G さんと行事につい

て相談をしたかったが〈先輩に相談や話し合いを

する時間を設けてもらえなかった〉ことが発端と

なった。結局、G さんと打合せをしないまま行事

当日を迎えてしまった。行事の後、G さんに「な

ぜ相談をしなかったのか」と咎められた。職員の

勤務はシフト制になっており、１週間１度も会わ

ない職員もいる。また、勤務が終わるとすぐに帰

宅する職員が多く、相談する時間すら割きたくな

い雰囲気があるという。忙しなく職員が入れ替わ

るなかで、相談するわずかな時間もなく、気づい

たら B さんが責められていた。この時 B さんは

ショックを受けたという。

【複数の困難】

　その後も困難が続く。お便りの書き方や掃除の

仕方について先輩に指示を仰ぐと〈先輩によって

言っていることが違う〉ので、どれを選んだらい

いか迷うという。また１つに絞ると別の先輩から

なぜそのやり方なのか咎められるという。お便り

ひとつで「波がたってしまうことが窮屈」とい

う。また〈事務作業をする時間がない〉ほど忙し

い日々を送っている中で、あるとき B さんは書

類の提出期限を間違える等の些細なミスを繰り返

してしまった。この時、G さんから「余裕を持っ

て提出して」「前も言われたよね」「どうしてこう

なっちゃっているのかな」と立て続けに言われ、

泣いてしまったという。このとき「辞めたい」と

思うようになったという。

３．C さん 

　C さんは、造形に力を入れている現在の保育園

に惹かれ就職を決めた。初年度から、10 年以上

経験のあるパート職員の方に指示を出したり、遠

足、七夕、年末の発表会等の行事を任され「能力

以上のことを要求される」と荷の重さを感じつ

つ、やりがいも感じている。

【職場の人間関係に対する失望】

　C さんの職場の人間関係の悩みは、C さんの家

族に不幸が起き、急に仕事を休まなければならな

くなったときに起きた。C さんは身内が亡くなっ

たことで気持ちが動転していたという。上司には

事情を説明していたが、同じクラスを担当してい

るベテランの H さんに連絡することができずに

休むことになった。後日、C さんは H さんに謝っ

たが、H さんは C さんが連絡をしなかったこと

に腹を立て、周囲の職員に H さんの悪口を言っ
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たという。

　「絶望したし、傷ついたし人間不信になった。」

H さんの態度や行為に対して C さんは人間不信

になった。

【複数の困難】

　困難は H さんのことだけではない。〈仕事量が

多い・休みが少ない〉そして〈体調不良〉という

困難を抱えている。C さんは就職してから、「体

を壊しやすくなった」という。同期入社が 5 名い

たが、そのうち２人は体調を壊し休職していると

いう。職場環境に何か問題がありそうだが状況は

変りそうにないという。

　C さんは上司から研修会への参加を勧められ

る。嬉しい半面、土日に出席をするため体力的に

厳しいという。「休みがないから休む時間がない、

その上、家に持って帰らなきゃいけない仕事もた

くさんあるし。」「今でもいっぱいいっぱいなの

に。」と離職寸前のところで耐えている。いっぱ

いいっぱいの状況で、H さんの「辞めたい」思い

は次の出来事によってさらに強まる。

【離職を促す事柄】

　ある時友人から「（保育園は）人がいないから

就職難ではないから、どこでも行こうと思えば行

けるよ。」と言われたという。「それこそ実家が自

営業ではあるんで、そっちを継ごうかなとか考え

たこともある。」という。

近年、保育園は人手が不足しているため、C さん

に限らず保育士が就職先に困ることはない。随時

保育者は募集されているので、まさに「行こうと

思えば」容易に転職できるのである。また C さ

んは自営業を営む実家で働くこともできるとい

う。このことが、C さんの「辞めたい」思いを一

層強めた。

　友人による、離職を促す言葉や他の就労先があ

ることは、保育者の離職を促している。ここでは、

これらを職場側の要因とは異なる【離職を促す事

柄】と位置づけた。【離職を促す事柄】は、次の

D さんにもみられた。

４．D さん

　D さんは、職場を決める際、「雰囲気や人間関

係は保育園選びで一番重要」と考え、一から人間

関係をつくっていける開園したばかりの保育園に

就職した。D さんは小さなころから保育士になる

のが夢でこの職業を「天職」と自負している。現

在の夢は「子どもが卒園するのを見送ること」と

やりがいを感じている。

　人間関係をよく吟味して決めた職場だったが、

職場の人間関係に悩んでいる。

【職場の人間関係に対する失望】

　A さんは、職場で〈園長が職員の前で職員の悪

口を言っている〉のを聞き、「いつか自分も言わ

れるのではないか」と常に不安を抱えた状態でい

るという。

【複数の困難】

　D さんの担当クラスはなく〈フリー担当〉とい

うことが困難のひとつという。「特にこれといっ

た決まりがないので悩んだ」が、周囲の先輩に相

談しながら進め困難をなんとか乗り越えている。

　「辞めたい」と思ったのは〈行事等が重なり多

忙を極めた〉時だったという。運動会、クリスマ

ス、遠足、オペレッタ発表会等の行事の準備をす

ることが、「すべて初めてのことばかりで思うよ

うにできず、指示待ちになるのが嫌」だったとい

う。また、D さんは遠足の主担当となり、企画を

たて訪問先を決定し、交通機関や遠足の目玉とな

るイベントを計画する等のすべての段取りを任さ

れた。姉妹園とも連携をして準備を進めなければ

ならないことが心身を疲弊させ「辞めたい」思い

を募らせたという。D さんの「辞めたい」思いは

次の出来事によってさらに強まった。

【離職を促す事柄】

　D さんと同期入社の新任保育者が「人間関係に

悩み、健康を害した」ことを理由に他の保育園へ

転職した。転職した新しい職場で「生き生きと楽

しく保育をしている」のを聞き、「辞めるのもひ

とつの選択肢」と考えるようになったという。C

さんにもみられた職場内の困難とは異なる【離職
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を促す事柄】が、D さんの「辞めたい」思いを増

幅させた。

５．E さん

　E さんは、５名の対象者のなかで唯一、離職を

経験している。以下では、離職をした１園目、２

園目と継続している 3 園目の E さんの経験の違

いに注目してみていく。

1 園目 　【職場の人間関係に対する失望】

　E さんは、養成校在学中に保育園でアルバイト

をしていた。その保育園と卒業後初めて勤務した

保育園の保育の方針が大きく異なり戸惑ったとい

う。〈職場の方針に疑問を感じた〉のである。「お

むつ替え」のやり方や保護者への接し方がアルバ

イトをしていた保育園と全く異なり、ある先輩か

ら「そんなふうには言わないのよ」と注意をされ

ショックを受けたという。

【複数の困難】

　また、「新人が立ち入れないような、寄せ付け

ないような雰囲気」があり職員と関わることがで

きなかった。「職場に相談できる人もおらず」、耐

えられなかったという。〈継続できない職場の雰

囲気があり〉、〈相談をする人がいなかった〉ので

ある。E さんは大きなショックを受け、迷わず離

職を決めたという。就職して１ヶ月だった。

【離職を促す事柄】

　E さんは迷わず離職を決めたというが、このと

き母親に相談をしたという。最初は認めてくれな

かったが、何度か相談をしているうちに容認をし

てくれたという。退職後１ヶ月間就職活動をし、

６月から２園目の保育園に勤務した。

２園目 　【職場の人間関係に対する失望】

　次の保育園では、すぐに職場の人間関係に悩

む。保育者の悪口を言う人が多く、職員同士のい

じめもあったという。「新人が入ってはすぐに辞

めていくような保育園だった。・・・なかには３

週間で辞めていった人もいた。」という。そして、

２ヶ月程経ったとき、「自分の保育を否定」され

るようになり、「ちょっともうもたないんじゃな

いかって思ってた」という。

【複数の困難】

　秋頃になり、有給休暇が取れるようになったの

で担当保育者に休暇を申請したが拒否され、結局

〈休暇をもらえなかった〉。自信は失われ、不満

が募るなかで、〈職場に相談できる人や味方になっ

てくれる人がいなかった〉ので「気が滅入り」、「辞

めたい」気持ちが増していった。

【離職を促す事柄】

　この時期にちょうど、養成校時代の友人が、保

育園を辞め、声優になるための学校へ行っている

という情報を耳にした。E さんは保育士の他に、

声優になりたいという希望があり、友人が声優を

めざしている事を聞き、「辞めたい」という気持

ちを一層強めたという。さらに、E さんは、母親

に相談をした。母親は最初は E さんの離職に反

対だったが、相談を続けるうちに、「本当に嫌だっ

たら取りあえず一年続けて、もう辞めちゃえばい

いよその園って言われて。」と母親が離職を認め

るようになっていった。その時にちょうど、「新

しい園ができるっていうチラシを見て、ここ行け

ばいいかみたいなこと言ってて。」と次の職場を

みつけた。友人の転職や母の言葉等の職場内の困

難とは異なる【離職を促す事柄】が同時期に起き

ていたことも離職を促している。

３園目 　【職場の人間関係に対する失望】

　２園目から間を空けず３園目で働くことになっ

た E さんは、すぐに職場の人間関係に悩む。E

さんは０歳から２歳までの乳児クラスの担当で、

複数の保育者と保育をしている。複数の保育者の

うちの I さんが、「常識はずれなことをするので、

乳児クラス全体の評価が下がっている」という。

I さんは「仕事を忘れたり、たびたびミスをする」

ことで他クラスの先生にも迷惑をかけてしまう。

園長は、I さんのミスによって生じたことを「乳

児クラス」の責任とみなすのだという。このこと

に対して E さんは「連帯責任はわかるが、周囲

が I さんをフォローしていることを評価してほし

い」という。しかし「園長が評価をしてくれない
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ので、報われない」と不満を抱いている。

【複数の困難】

　さらに、シフト担当者の J さんが都合のいいよ

うにシフトを組むため、〈休みがとりにくい〉こ

とも困難としてあげている。また J さんは、新し

く入ってきた保育者の「悪口をいったり、ストレ

スのはけ口にする」ので、関係が良くないという。

複数の困難が重なり E さんは「辞めたい」と思

うこともあるという。しかし、現在の職場では、

悩みを共有できる職員がいることと経済的理由か

ら離職をとどまっている。

　「とりあえず３割は今の園でも共有できる人が

いるから、とりあえずはっていうので、残りの 7

割は本当にもう働いてないと暮らしていけないっ

ていう状態なので、・・・お金が断たれてしまう

と困るというのがあるので、辞めたくても辞めら

れないっていうのが正直なところですね。」

　ここで、E さんの「継続」と「離職」を分かつ

事柄について注目すると、１園目、２園目では【離

職を促す事柄】が起きているが、３園目では起き

ていない。また、１園目、２園目では、職場に〈相

談をする人がいなかった〉が、３園目では存在す

る。このことから、【離職を促す事柄】と〈相談

する人がいない〉ことが離職へ結びつく要因なの

ではないかということが考えられる。

Ⅳ．考察および課題

　本研究は、新任保育者が職場を「辞めたい」と

思うまでのプロセスを、職場側の要因に注目して

考察してきた。ここで、本研究で明らかにしたこ

とと意義について論じる。

　第１に、５名の新任保育者は、全員が職場の人

間関係という困難に直面し、【職場の人間関係に

対する失望】を感じていた。A さんは、同じクラ

スの先輩保育者について園長に相談をしたが結局

改善されず【職場の人間関係に対する失望】を感

じた。B さん、C さん、D さん、E さんは、職員

からの心無い言葉や陰口、否定的な態度に傷つき

【職場の人間関係に対する失望】を抱いた。

　第２に、【職場の人間関係に対する失望】を感

じ、さらに〈仕事量が多い〉〈職場の方針に疑問

を感じた〉〈継続できない職場の雰囲気があった〉

等の職場内にある【複数の困難】を抱えることに

より「辞めたい」思いが引き起こされることが示

唆された。

　A さんのケースでは、職場の人間関係以外の困

難が見られなったが、【職場の人間関係に対する

失望】を繰り返し経験していることをふまえれば

【複数の困難】ととらえることができる。

　第３に、「継続」と「離職」の間を揺らいでい

る時期に、〈同期が転職をする、（D、E）〉〈離職

した友人の情報を得る（D、E）〉〈次の職場がある、

みつかる（C、E）〉等の事柄が加わると、一気に

「辞めたい」思いが増すことが分かった。上記の

事柄は、職場内部の要因でも保育者が直面する困

難とも異なる【離職を促す事柄】と位置づけた。

これまでの先行研究では指摘されていない知見で

ある。

　第４は、「離職」とタイミングに関することで

ある。インタビュー調査という研究手法から「継

続」と「離職」を分かつ決定的な要因を実証する

ことはできないが、ここでは仮説として浮かび上

がったことを言及する。

　離職したことがない４名は【複数の困難】に加

え【離職を促す事柄】が起き「辞めたい」思いを

強めていたが、「離職」に至っていない。離職経

験者の E さんが「離職」へ至る際、【複数の困難】

に加え〈離職した友人の情報を得る〉〈次の職場

がみつかる〉〈離職について母が認めてくれる〉

等の【離職を促す事柄】が同時期に複数起きてお

り「離職」した。そしてこのとき職場に相談でき

る人がいなかった。

　両者の違いに注目して指摘できることは、「職

場に相談できる人がいるかどうか」と「タイミン

グ」が離職に影響するのではないか、という仮説

である。これは、本研究の分析から見出された知

見のひとつとして位置づけられる。

　さて次に、考察をふまえ、職場の課題と早期離
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職の予防策について論じる。

　第１は、先に論じた【職場の人間関係に対する

失望】に関することである。５名の新任保育者

は、ある特定の職員によって職場の人間関係に失

望していた。このことをふまえれば、ある特定の

職員に適切な指導をすることが、新任保育者の

早期離職の防止の第一歩になるだろう。A さんの

事例でいえば、園長が同クラスの F さんに適切

な指導をしていれば、A さんは職場の人間関係に

失望せず、F さんとペアを組んだ保育者が辛い思

いをすることもなくなるだろう。また次の年に F

さんとは別の保育者とペアを組んだことにより困

難が解消され、「辞めたい」思いも薄れたが、長

期間 F さんとペアを組んでいたら A さんは「離

職」していた可能性がある。とすれば、できるだ

け早い段階での適切な指導が必要だといえる。さ

らに職場の人間関係に関して改善することは、新

任保育者は、職場の人間関係に失望することに加

えて、【複数の困難】が重なると「辞めたい」思

いが引き起こされることが示唆されたことから、

まずは、職場の人間関係に失望させないよう配慮

することが肝心である。

　第２は、〈休暇が取れない〉〈仕事量が多い・残

業が多い〉という職場の内部にある要因は、離職

理由の個人的な要因としてあげられている「心身

の不調」に結びつくという点である。５名のう

ち３名の B さん、C さん、D さんが週 5 〜 15 時

間前後の残業をしている。D さんは休む時間がな

く、体調を壊しやすくなったという。先行研究で

は、〈職場の人間関係〉にストレスを感じると「心

身の不調」に影響するという結果が見出されて

いる 13）ことからも、「心身の不調」は個人的な

離職要因として認識するべきではなく、職場側

が改善すべき課題として認識する必要がある。

　第３は、離職率の高い職場における課題である。

「新人が入ってはすぐに辞めていくような（E）」

職場や、「同期がすでに辞めている・休職している

（A、C、D、E）」職場は、何らかの問題があると

受け止め、改善を急ぐ必要があるだろう。その原

因が、特定の職員によるものだとしたら、当然、

適切な指導が必要である。過酷な労働によるもの

だとしたら、残業を減らし休日を確保しなければ

ならない。放置しておけば、離職者は増え続ける

一方で、職場にとって大きな損失になる。

　第 4 は、「継続」を難しくさせる事柄として、

〈相談する人がいない〉ことを指摘した。これは、

「職場に居場所がない」ということである。新任

保育者は、技術的にまだ未熟で経験も少ないこと

から、気軽に相談できる人の存在が必要である。

複数の困難を抱えていても「同期と話し合えたり

（C）」「周囲の先生に助けてもらえる（B）」とい

う実感があれば、「離職」を踏みとどまることが

できる。そこで、筆者はメンタリングの導入を提

案したい。メンタリングとは、豊かな経験をもつ

専門家が、新人や若手の自立を見守り援助するこ

とであり 14）、メンターとメンティ両者の、キャ

リア発達、キャリア満足、キャリアサクセスにき

わめて重要な効果をもたらすことが指摘されてい

る 15）。

　一方、B さんは「できない人という雰囲気をあ

からさまに出されたら辞める（B）」と語る。こ

の言葉は、職場に居場所がなくなったら「離職」

の方向へ気持ちがシフトすることを示唆するもの

である。「離職」を防ぐには、メンタリングを導

入し、新任保育者が相談できるメンターと安心で

きる居場所を確保する必要がある。

　第 5 は、次世代の保育者を育てるという意識を

もつことである。新任保育者はさまざまな困難に

直面しているが、状況を改善しようと努力し、前

向きに対応していた。

　〈同じクラスの保育者と保育観が違（A）〉った

り、〈話し合いを持つ時間を設けてもらえなかっ

た（B）〉ことがあっても、他の職員に聞いたり、

我慢してなんとか乗り越えようとしていた。辛

くても「（自分のクラスの）子どもがよくなった

（A）」と褒めてくれた他クラスの保育者の一言

が「やりがい」につながり、一層仕事をがんば

ろうという気持ちになったという。「されて嫌
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だったことはしない、後輩にしないようにしよう

（B）」と職場の人間関係をよくしていこうと考

えている新任保育者の存在は、保育園にとって貴

重である。新任保育者はいずれ成長し、後輩を指

導していくことになる。A さんや B さんのよう

な保育者が職場環境を改善し、新任保育者に失望

されない人間関係をつくる努力をしてくれるはず

である。貴重な人材をみすみす手放してしまう前

に、新任保育者の声をキャッチしてほしい。

　最後に、本研究の課題を述べたい。第 1 は、

本研究の対象者は、５名という限定された人数で

あるため、本研究の知見を一般化することは難し

い。本研究から導かれた知見や仮説については、

計量的調査で検証していくことが課題となる。

　第２は、本研究は、新任保育者が職場を「やめ

たい」と思うまでのプロセスを、職場側の要因に

注目して明らかにした。この立場は、新任保育者

の早期離職を防ぐために不可欠な視点であるが、

一方向的であるともいえる。新任保育者の離職理

由について、当事者と職場側の認識が異なること

が指摘されている 16）。この指摘をふまえ、園長、

副園長、主任等の指導的立場の方を対象に調査を

行い、新任保育者の早期離職者を防ぐ方策を考案

していきたい。

　第３は、新任保育者は「辞めたい」思いと同時

に「やりがい」をもっていた。２年目の保育者の

うち９割の方が「やりがい」を感じているという

調査結果もある 17）。今回は、「辞めたい」思いに

注目してきたが、「やりがい」に注目し、「継続し

ていく」プロセスを考察して早期離職の防止の方

策を模索していくことも重要な視点である。今後

の課題としたい。

注

（注１）	アンケート調査を依頼するにあたり、電

話で調査協力の許可を得たのち、調査依

頼文等の書類と調査協力の「承諾書」を

郵送した。「承諾書」に施設長のサイン

をいただき返送してもらった。同様に、

インタビュー調査をする際、5 名の協力

者から、インタビューはいつでも拒否す

ることができることやインタビューの内

容は匿名で学術雑誌等に記載されるこ

と、データの保存方法等について説明し

たのち、「承諾書」にサインをしていた

だいた。

	 「承諾書」を含め、返送されたアンケー

ト調査票やインタビューの記録、分析結

果については、研究室の施錠できるキャ

ビネットに保管している。

（注２）	コーディングとは、文字テキストデータ

に対して一種の小見出しをつけてゆく作

業のことをいう。	
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保
育
士
年

数
・
年
齢

現
在
勤
務
し
て

い
る
保
育
園
の

設
置
主
体

担
当

労
働
時
間

（
日
）

残
業
時
間

（
週
）

勤
務
日
数

（
月
）

困
難

卒
業
後
の

勤
務
園
数

辞
め
た
い
と
思
っ
た
時

や
り
が
い

職
場
を
辞
め
な
い

（
辞
め
ら
れ
な
い
）
理
由

A
さ
ん
・

女
性

1
年
9
ヶ
月
・

24
歳

社
会
福
祉
法
人

3
歳
児
ク
ラ
ス

複
数
担
任

8
0.5

20

担
任
同
士
の
保
育
観

の
不
一
致
と
そ
れ
に

よ
る
人
間
関
係
の
悪

化
。

1
園

同
じ
ク
ラ
ス
担
任
と
話
し

合
っ
た
が
、
話
し
合
い
に
な

ら
ず
絶
望
的
に
な
っ
た
。

子
ど
も
と
関
係
を

築
き
成
長
を
感
じ

る
こ
と
、
自
分
の

成
長
も
感
じ
る
。

自
分
自
身
は
忍
耐
力
が
あ

る
、
職
場
に
相
談
で
き
る

人
が
い
る
か
ら
。

B
さ
ん
・

女
性

1
年
8
ヶ
月
・

22
歳

社
会
福
祉
法
人

3.4.5
の

異
年
齢
ク
ラ
ス

複
数
担
任

8.5
15

25

職
場
の
人
間
関
係
、

軽
度
知
的
障
害
を
も

つ
子
ど
も
と
の
関
わ

り
、
事
務
作
業
を
す

る
時
間
が
無
い
。

1
園

落
ち
込
ん
で
い
る
時
に
、

些
細
な
こ
と
で
も
注
意
さ
れ

る
と
折
れ
る
、
で
き
な
い
人

と
い
う
雰
囲
気
を
あ
か
ら
さ

ま
に
だ
さ
れ
た
ら
辞
め
る
と

思
う
。

子
ど
も
の
成
長
が

見
ら
れ
る
。

子
ど
も
を
卒
園
ま
で
見
送
り

た
い
、
職
場
に
優
し
い
人

が
多
い
か
ら
。

C
さ
ん
・

女
性

1
年
9
ヶ
月
・

22
歳

社
会
福
祉
法
人

1
歳
児
ク
ラ
ス

複
数
担
任

8
5
～
6

24

職
場
の
人
間
関
係
、

仕
事
量
が
多
い
、
土

日
に
研
修
へ
行
く
た
め

休
み
が
少
な
い
、
体

調
不
良
、
自
分
の
技

術
と
知
識
。

1
園

同
期
が
辞
め
た
ら
キ
ツ

イ
。
こ
れ
以
上
お
給
料
が

減
っ
て
仕
事
が
増
え
た
ら

辞
め
る
。
実
家
の
自
営
業

を
継
ご
う
と
思
っ
た
。

子
ど
も
が
自
分
の

名
前
を
呼
ん
で

頼
っ
て
く
れ
る
、

研
修
で
勉
強
が
で

き
る
。

辞
め
る
に
は
早
い
気
が
す
る

か
ら
、
同
期
が
い
る
か
ら
。

D
さ
ん
・

女
性

1
年
9
ヶ
月
・

23
歳

社
会
福
祉
法
人

3.4.5
歳
ク
ラ

ス
、
フ
リ
ー

9
10

25

職
場
の
人
間
関
係
、

行
事
の
準
備
、
係
の

仕
事
、
フ
リ
ー
の
役

割
。

1
園

行
事
が
重
な
っ
た
時
忙
し

く
て
憂
鬱
に
な
っ
た
。
こ

れ
以
上
仕
事
が
増
え
た
ら

辞
め
る
。

子
ど
も
の
成
長
、

笑
顔
。

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見

た
い
か
ら
。

E
さ
ん
・

女
性

1
年
8
ヶ
月
・

23
歳

社
会
福
祉
法
人

1
歳
児
ク
ラ
ス

複
数
担
任

8
2.5

23

職
場
の
人
間
関
係
、

シ
フト
の
組
み
方
と
休

暇
の
取
り
方
が
公
平

で
な
い
こ
と
。

3
園

仕
事
で
スト
レ
ス
が
た
ま
っ

て
い
た
時
、
自
分
の
憧
れ

て
い
た
声
優
の
学
校
へ
仲

が
良
か
っ
た
友
人
が
通
い

始
め
た
と
聞
い
た
と
き
。

子
ど
も
の
成
長
す

る
姿
を
み
て
い
く
こ

と
。

職
場
に
共
有
で
き
る
人
が

い
る
、
経
済
的
理
由
、

人
手
不
足
で
辞
め
さ
せ
て

も
ら
え
な
い
。

表
１

　
対

象
者

プ
ロ

フ
ィ

ー
ル
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職場における困難 職場外の出来事
【職場の人間関係に対する失望】（職場の人間関係に落胆や失
望を抱いている）

【複数の困難】（左記の困難以
外に複数の困難を抱えている）

【離職を促す事柄】（職場内部の要因でも保育者
が直面する困難とも異なる離職を促す出来事）

Aさん

〈解決しない絶望感〉はい。3人で話し合う前に、二人でも
めているのを聞いて、ほかの先生が入ってきて。園長先生が
ちゃんと話し合おうみたいに、ずっと悩んでいたのを分かっ
てくれていたので、ちゃんと話し合おうとなって、違う部屋
で話し合ったんです。そのときに、ほかの先生が一緒に行こ
うとしていたみたいなんです。やっぱり 3人で話し合っても
話にならないと分かっていたので。でも、3人だったから結
局、解決せずに終わって。・・・Ａ先生との関係が変わらない
という絶望感、やっぱり園長先生が入ってくれているけど、
そのときは結局助けてくれないじゃないけど、やっぱり中立
の立場に立たなきゃいけないというのがあると思うけど。・・・
根本の解決に全く踏み出してくれなくて。そういう絶望感も
ありました。

〈同じクラスの先生との保育
間の不一致〉

〈知人が他の園に移ったと聞いた〉辞めちゃっ
た人も知ってるので、なんか幼稚園やって働
いてたけどやっぱ余りにもキツイから辞め
ちゃって今、事務やってるって。そういう話
を聞いてると、あ、そうなんだじゃあそっち
もちょっと気になるなって。･･･ っていう話
を聞くとちょっと揺らぐなと。

Bさん

〈先輩に相談や話し合いをする時間を設けてもらえなかった〉　
結構パターンがあって先輩によるんですけど、先輩もやっぱ
り、人って残りたくないじゃないですか。残業はしたくない
から、先輩も今週いっぱい残ったから、私だったら、結構そ
の先輩に聞きたいこととか、幼児初めてなので、ここってど
うしたらいいですかとか、活動でこうしたいんですけどって
いう相談を話す時間が、日中に取れたらきっと「いいよ」と
言ってくださるんですけど、なかなか取れず、この日上がっ
た後、シフトが近かったので、お話ししたいんですがと言っ
ても「私、今週いっぱい残ってるから帰りたいんだ、ごめん
ね」っていって断られてしまって、そのまま予定というか企
画してた日にちとか行事になってしまって、ミスにしてしまっ
て、どうして話してくれなかったのとなっちゃうんで。だか
ら言ったじゃんみたいな。話したいって言ったじゃんみたい
な感じで「すみません」なんですけど。そういう方もいらっ
しゃって。そこはでも他のいろんな人にグチで「こう言われ
ちゃった、話せなかったんだよ」っていうと「えーそれは違
うよね」とは言って下さるんですけど。なかなかでも、私が
話したい人は断った人なので、その人がそういう気持ちのま
まだからなかなか。

〈軽度知的障害をもつ子ども
との関わり〉〈事務作業をする
時間が無い〉〈同期と比べられ
る〉

〈同期が休職した〉同期は普通に入ったのは
五人だったんですけど、でもそのうちの二人
が休職、●●だったので保育する側としては
三人なんですよ。なので三人が保育士ってい
う感じではいるんですけど、あと二人は調理
師なので。

Cさん

〈先輩にひどい悪口を言われた〉私、去年、家族の方で亡くなっ
た人がいたんですけど、その時にお休み貰うじゃないですか、
お葬式であったりとか。そういう時にプライベートで人の亡
くなってるっていうので一番傷ついたんですけど、そういう
時で、私の中で結構パニックになってたので、あまり連絡取
れなかったというか、いきなり急に休むことになったので、
連絡を直ぐ取れなくて。近くにいた先生たちに言えなかった
いうのがあって。・・・明日なにやってほしいですとか、こう
いう細かな配慮が欲しかったらしいんですけど、なにをやっ
て欲しいですとか、どういう流れで一日過ごそうと思ってま
した、よろしくお願いしますっていうことを言って欲しかっ
たみたいなんですけど。そこまで気が回らなくてその時は。
だけど物凄い言われようをしていたらしいので、なんかもう
謝りに行って。・・・だけど一番上の十歳離れているところま
で、十年目とかまでいく先生たちだと、正直に話ししちゃう
と世の中にこんなに性格の悪い人いるんだなって思ったんで
すけど。

〈仕事量が多い〉〈土日に研修
へ行くため休みが少ない〉〈体
調不良〉〈自分の技術と知識に
自信がない〉

〈友人から転職を勧められた〉だから就活の
話とか聞いても、逆に人がいないから就職難
ではないから、どこでも行こうと思えば行け
るよ選ばなければとか、結構言われたりとか
してますし。〈他の職場がある〉それこそ実家
が自営業ではあるんで、そっちを継ごうかな
とか考えたこともあるぐらい。

Dさん

〈園長が職員の悪口を言っている〉上の先生、園長、主任の
悪口というか、その２人が職員に対して、悪口ではないんで
すけど。・・・保育士に対しての集中攻撃というか。・・・１人、
今、１人２人？　を、事あるごとに、だからもうみたいな。・・・
仕事に対して本当にもう困ったみたいな。・・・普通に事務所
とかで、聞こえてるけどみたいな。・・・今度私のことを言う
んじゃないか。・・・いや言ってる、オープンで言ってるのみ
んな聞こえちゃうので、もちろん周りの先生も聞いちゃうじゃ
ないですか。だから気にするというか。

〈行事の準備〉〈係の仕事〉〈フ
リーの役割〉

〈同期が他の園に移った〉移っていま伸び伸
びとやってるので。・・・そういう姿を見てる
から、そんな絶対ここにいなきゃ、ここで頑
張んなきゃいけないっていうこだわりもない
のかなみたいな。

Eさん
（1園目）

〈職員から責める口調で言われる〉先生たちが独特な雰囲気
だったといいますか、多分、その保育室に長年いた方ばかり
が集まってて、・・・なにかあったら凄い責める口調でいろい
ろ言われたりとかして。多分その保育室では常識なことが、
私は実習園も大きな園とかだったので理解がまだ追いつかな
いっていうところもあって、凄い大きい価値観が違うなって
いうのを、たかが一ヶ月ですけど凄い思い知らされてしまっ
て、ちょっと私には続けられないなっていうこともあって。

〈新人が立ち入れないような
雰囲気〉〈園の方針が合わな
い〉〈相談する人がいない〉

〈母が退職を容認してくれる〉取りあえず落
ち着いて、取りあえず落ち着けと母に凄い説
得されて、今辞めたって貯金もないしお金な
いから続けさせてあげられないしみたいな。
でもだんだん分かったと言ってくれて。

Eさん
（2園目）

〈職場のいじめ〉お互いに多分ターゲットを決めて。そのク
ラスじゃあ私が新人でいたからターゲットだったと思うんで
すけど。隣のクラスも、一個上で二年目くらいのまだまだ新
人の先生がいらっしゃたんですけど、その先生はそこでター
ゲットになってて、あの子もさ、そうやってこういう感じな
のよ、あり得なくないみたいな感じで言い合ってるような園
だったので、ちょっと耐えきれないと思って。

〈休暇がとれない〉〈相談する
人がいない〉

〈憧れていた声優の学校へ友人が通っていると
聞いた〉そうなんです、気持ちが傾いちゃっ
た。ちょうどその時に、同じ夢を目指してたと
いうか大分連絡をとってない友達がいたんです
けど、その子のお母さんと母が偶々お店かなん
かで会ったそうなんです。今、その子はなにし
てるのって聞いたら、ちょうど私がなりたかっ
た職業を。・・・声優さんなんですけど。
〈母が退職を容認してくれた〉そういう話も
親としてて。いいよ、本当にきつかったら辞
めちゃいなみたいな、そういうことに関して
はあんまり言わない親だったので。〈他の職
場を見つけた〉その時にちょうど、今の園の
近くで新しい園ができるっていうチラシを見
て、ここ行けばいいかみたいなこと言ってて。

Eさん
（3園目）

〈常識はずれな職員〉バリバリ仕事を回すタイプなんですが、
ちょっと他の一般的な保育とは常識外れというか、普通そん
なことしないよねみたいなことをされるような方で。そうい
うふうに皆して「えっ」て思うっていうのをチラチラ主任の
先生とかにも私たちが言ってるので、それであんまり信用が
下の先生にもないというか。・・・遅刻されて怒られても「す
いません」でなにも感じてないっていう感じで。リーダーと
して保育も回せないんです。・・・それで遅刻してもそういう
詫びれる様子なく。年始一発目に遅刻したので。今回も６日
の月曜日に遅刻してきた方なので。本当にそういう方なんで
す。やっぱりそういうのが積み重なって、乳児の先生たちは
信用がなくなってっちゃってるんですね。

〈他の職員のミスをフォロー
しなければならない〉〈公平に
評価してもらえない〉〈休みが
とりにくい〉〈都合のいいよう
にシフトを組まれる〉

表 2　語り、コーディング、概念名
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